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眼球運動計測のためのコンタクトレンズ
人の能力を拡張する技術

概要
眼球運動を光学的に計測するためのコンタクトレンズ型デバイスの開発を進めています。人の眼に装着し

たレンズ型デバイス内に埋め込まれた再帰性反射マーカーを高速度カメラで検出・追跡することで、従来

手法では計測の難しかった回旋運動を含む3軸の眼球運動を高精度に計測することが可能になります。

特徴
従来の角膜反射法やEOG法と異なり、めまい診断等で重要

となる回旋運動を含む3軸の眼球運動を計測できます。

コンタクトレンズ上の既知のマーカーパターンを計測する方

式であるため、計測毎にキャリブレーションを行う必要はあ

りません。

今後の展開
市販コンタクトレンズと同じ素材を用いて、高精度でありな

がら低侵襲・低コストの３軸眼球運動計測システムの実現

を目指します。

対コロナへの関連
安定かつ高精度な眼球運動計測はものに触れる必要のな

い新たな非接触インタフェースの実現につながる可能性が

あります。
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マーカーパターンを複数用意することで、レンズ1枚1枚を判

別することも可能で左右眼や個人毎に異なるIDを割り当て

られます。

PDMS（ポリジメチルシロキサン）で作成した
再帰性反射マーカー（豚目上で撮影）

PDMSで作成した再帰性反射マーカー
（コーナーキューブ、顕微鏡写真）

上記マーカーによる反射光の観測像
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